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	2026年9月17日
	沖縄トヨタグループ
	　沖縄トヨタ自動車(株)、(株)トヨタレンタリース沖縄、(株)OTM
	フードドライブ寄贈
	活動概要
	　沖縄トヨタグループでは、地域の皆さまと一緒に支え合う取り組みとしてフードドライブを実施しました。
	8月22日・23日に開催した「キッズカーニバル」では、イベントへの参加にあたり、食品2点をご持参いただくことで、フードドライブにご協力いただきました。
	　寄付へ協力していただいた方には、子どもたちに楽しんでもらうイベントとして、クルマのシートに使用されるレザーの廃材を活用したレザークラフト体験も行いました。
	「捨てられるはずだったものを、新しいものに生まれ変わらせる」というアップサイクルの体験と、
	「まだ食べられる食品を、必要としている方へ届ける」というフードドライブ。
	形は違いますが、どちらも「もったいないを、次の誰かのためにつなげる」という思いから生まれた取り組みです。
	　そして今回は、お客様からいただいた食品に加え、沖縄トヨタ自動車(株)、(株)トヨタレンタリース沖縄、(株)OTMのグループ3社の従業員からも食品を募りました。
	　こうして皆さまからお寄せいただいた食品を、フードドライブ活動を行っているセカンドハーベスト沖縄様へ寄贈させていただきます。
	　また、今回とは別に、名護店・宮古島支店・八重山支店においても、それぞれの地域の社会福祉協議会へ食品を寄贈しております。


	寄贈数・寄贈先
	寄贈総数
	1,715個
	お客様
	916個
	従業員
	799個

	イベント風景
	店舗風景
	食品回収コーナー
	レザークラフト体験
	沖縄トヨタグループ
	　沖縄トヨタ自動車(株)、(株)トヨタレンタリース沖縄、(株)OTM


	フードドライブ寄贈
	寄贈式風景　Lounge-T
	沖縄トヨタグループ
	　沖縄トヨタ自動車(株)、(株)トヨタレンタリース沖縄、(株)OTM


	フードドライブ寄贈
	寄贈式　トヨタウン宮古島支店　宮古島新聞掲載記事
	宮古毎日新聞社
	沖縄トヨタグループ
	　沖縄トヨタ自動車(株)、(株)トヨタレンタリース沖縄、(株)OTM


	フードドライブ寄贈
	寄贈式風景　トヨタウン名護店
	寄贈式風景　トヨタウン八重山支店
	沖縄トヨタグループ
	　沖縄トヨタ自動車(株)、(株)トヨタレンタリース沖縄、(株)OTM


	フードドライブ寄贈
	お客様向けアンケート結果
	フードドライブ活動をご存じでしょうか？
	.
	【レザークラフト体験をされた方】今回の体験で最も感じたことを教えてください。
	フードドライブに関するご意見がございましたら教えてください。
	・食品ロスやフードドライブ活動に参加することで子供達に知ってもらえるきっかけができました。　　　　　　　またイベントしていただけると嬉しいです。
	・フードドライブは身近で出来るボランティアになるので、参加出来て良かったです！
	・フードドライブをもっと続けたいと思った。
	・フードドライブの取り組みがもっと広がると良いなと思いました。家の中に眠っている食品を棚卸　　するいい機会になりました。ありがとうございました。
	・フードドライブを初めて知りました。
	・SDGsのことを知ってもらえるきっかけとなりました。




